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新
人
２
年
目
の
星
野
主
事
は

「
自
治
会
と
地
域
に
向
き
合
う
仕

事
を
す
る
こ
と
で
、
公
務
員
と

し
て
大
切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん

吸
収
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
一
員
に
な
る
に
は

真
面
目
に
一
生
懸
命
取
り
組
む

姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

治
会
活
動
に
尽
力
す
る
人

た
ち
の
原
動
力
は
、
自
分

の
経
験
を
、
町
の
た
め
に
生
か

し
貢
献
し
よ
う
と
い
う
、
善
意

で
す
。
私
た
ち
の
前
橋
市
は
、
そ

の
２
８
５
も
の
善
意
の
組
織
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
目
の
前
の
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
で
精
一
杯
。
多
く

の
人
が
そ
う
言
い
ま
す
が
、そ
れ

で
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
人
一
人
の
行
動
を
大
き

な
波
に
変
え
る
た
め
、
本
市
は

県
都
ま
え
ば
し
創
生
プ
ラ
ン
の

中
で
、「
健
康
医
療
都
市
ま
え
ば

し
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、

力
の
結
集
を
図
り
ま
す
。
実
現

に
は
行
政
の
力
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。自
治
会
や
民
生
・

児
童
委
員
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
全
て
の
組
織
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
少
子
高

齢
社
会
に
対
応
し
ま
す
。

　

未
来
を
創
る
主
役
は
市
民
で

す
。
困
っ
て
い
る
隣
人
を
支
え
、

行
動
す
る
あ
な
た
こ
そ
、
地
方

創
生
時
代
の
ふ
る
さ
と
前
橋
を

創
る
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

元総社市民サービスセンターの関根敏夫所長。社会教
育主事として、芳賀・下川淵・東地区などで15年間、
地域のためにと奮闘している

各自治会では災害に備え
自主防災会も組織

粕川町月田のささら。県
重要民族文化財の獅子舞、
600年の伝統をつなぐ

三三ふれあいサロン。三俣
町三丁目では、高齢者の元
気な声が響く

創作かかしの出来を競う
案山子祭り。総社町山王の
ユニークな企画だ

上細井町で行われる町内
の田植え。収穫までを子ど
もたちに伝える

住吉町二丁目の戦災犠牲
者慰霊祭。毎年、８月５日
に空襲の犠牲者を追悼

善
意
と
善
意
で
支
え
合
う

「
子

ふ
る
さ
と
を
創
る
人
び
と

 

健
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進
課
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前
橋
市
で
は

受
診
シ
ー
ル
で

検
診
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す

　

検
診
は
全
て
無
料
で
、
受
診
す
る
際

は
、必
ず
受
診
シ
ー
ル
が
必
要
で
す
。各

種
検
診
の
対
象
者
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
本
年
度
か
ら
胃
が
ん
の
集
団
検
診

が
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

受
診
シ
ー
ル
に
同
封
さ
れ
て
い
る
チ
ラ

シ
か
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▪
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
・
健
康
増
進
健
康
診
査

　
血
液
検
査
や
尿
検
査
、医
師
の
診
察
、

問
診
な
ど
を
行
い
、
自
覚
症
状
な
く
進

む
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
受
診
し
て

自
分
の
体
の
変
化
を
知
り
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
の
対
象
者
に
は
受
診
シ
ー
ル
を
送

付
し
ま
し
た
。検
診
は
市
内
医
療
機
関
で
受

診
す
る
個
別
検
診
か
、保
健
セ
ン
タ
ー
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
受
診
す
る

集
団
検
診
か
ら
選
べ
ま
す
。

人間ドック助成を追加で募集

健康増進課 鈴木 さや

受診シールは
水色です。
検診は早めに
予約しましょう

検 診 対 象

健康
診査

特定健康診査 40～74歳の人
後期高齢者健康診査 後期高齢医療加入者
健康増進健康診査 40歳以上の生活保護受給者など

がん
検診

子宮頸がん検診 20歳以上の女性
胸部（結核・肺がん ）
検診

40歳以上の人
胃がん検診
大腸がん検診
乳がん（甲状腺 ）検診 40歳以上の女性
前立腺がん検診 50歳以上の男性

特
集
02

 

健
康
医
療
都
市
ま
え
ば
し

成人歯科健康診査 本年度中に30･35･40･45･50･55･
60･65･70歳になる人

骨粗しょう症検診 本年度中に40･45･50･55･60･65･
70歳になる女性

肝炎ウイルス検診 ①40歳の人②41歳以上で過去に肝炎ウ
イルス検診を受けたことがない人

　人間ドック受診を希望する人へ
の健診費一部助成を追加募集しま
す。詳しくは問い合わせるか本市
ホームページをご覧ください。
対象＝本年度で30歳以上の国保加

入者と後期高齢者医療加入者で、国保税・後期高齢
者医療保険料を完納している世帯の人

コース＝〈１日〉〈宿泊２日〉〈通院２日〉
〈脳〉のいずれか一つを選択（４月募集で定員に
達していない医療機関・コースのみ）
申し込み＝６月６日㈪～８日㈬、午前９時～午後
４時に保険証を用意して前橋保健センターへ直接

 国民健康保険課  ☎ 027-220-5715
　　後期高齢者は同課  ☎ 027-898-6253

自

ど
も
は
育
ち
ま
せ
ん
し
、

高
齢
者
は
暮
ら
し
づ
ら

く
な
り
ま
す
よ
、
自
治
会
が
な

け
れ
ば
」と
話
す
関
根
所
長
。
市

民
に
最
も
身
近
な
行
政
組
織
・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
職

員
と
し
て
15
年
間
、
自
治
会
と

共
に
地
域
の
課
題
解
決
を
支
え

て
き
た
。

　
「
各
自
治
会
長
は
現
役
時
代
に

培
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
、
地

域
の
人
の
生
活
を
良
く
し
よ
う

と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を

退
職
し
た
後
に
一
人
の
住
人
と

し
て
謙
虚
に
行
動
さ
れ
る
人
ば

か
り
、頭
が
下
が
り
ま
す
」

　
「
私
た
ち
は
自
治
会
の
潤
滑
油

で
あ
り
接
着
剤
。
あ
く
ま
で
サ

ポ
ー
ト
の
立
場
で
す
」と
穏
や
か

に
語
る
。地
域
の
人
と
話
す
と
き

に
は
、「
課
題
は
何
か
、
解
決
の

ヒ
ン
ト
が
な
い
か
」と
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
い
る
。地
域
を
良

く
す
る
に
は
、
課
題
を
見
つ
け
、

解
決
方
法
を
地
域
の
人
た
ち
と

一
緒
に
見
い
出
し
、定
着
さ
せ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。非
常
に
時
間

の
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ
。

芳賀市民サービスセンター
星野 瑠那
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